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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ケーブル式道路防護柵に用いられる支柱であって、

　索体を保持する保持部を有する支柱本体部と、

　道路の車両進行方向に沿った弱軸方向を有することにより、支柱が倒れる方向を誘導す

る倒れ方向誘導部材と、

　支柱固定用のベースプレート部材と、を備え、

　前記ベースプレート部材が、アンカー金具を用いて橋梁等に敷設されたアスファルト舗

装設置面に固定されており、

　前記倒れ方向誘導部材の、弱軸方向への荷重に対する曲げ強さが、前記支柱本体部の曲

げ強さより小さく、前記倒れ方向誘導部材の曲げ強さが最小値となる箇所が、所定長さ以

上形成され、

　前記倒れ方向誘導部材の弱軸方向が、道路の車両進行方向に対して所定角度回転してい

ることを特徴とするケーブル式道路防護柵用可撓性支柱。

【請求項２】

　前記倒れ方向誘導部材がくびれ部を有する板状部材によって形成され、前記くびれ部に

よって前記倒れ方向誘導部材の曲げ強さが最小値となる箇所が形成されていることを特徴

とする請求項１に記載のケーブル式道路防護柵用可撓性支柱。

【請求項３】

　前記倒れ方向誘導部材が、前記支柱本体部と前記ベースプレート部材との間に配されて
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い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ケ ー ブ ル 式 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 、 こ れ を 用 い た 道 路 防 護 柵 、 及 び 、 交 通 安 全 施 設 に

関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 道 路 の 安 全 性 を 高 め る 施 設 と し て 、 ガ ー ド レ ー ル や ガ ー ド ケ ー ブ ル な ど の 道 路 防 護 柵 が

汎 用 さ れ て い る 。

　 道 路 防 護 柵 は 、 主 と し て 、 走 行 車 両 が 対 向 車 線 や 歩 道 な ど に 逸 脱 す る の を 防 ぐ た め に 車

道 に 沿 っ て 設 置 す る た め の 柵 状 の 施 設 で あ り 、 車 道 に 沿 っ て ビ ー ム や 索 体 が 支 柱 に よ っ て

支 持 さ れ て い る 構 造 を 基 本 態 様 と し た 施 設 で あ る 。

　 こ れ に 関 し 、 ケ ー ブ ル 式 の 道 路 防 護 柵 に 関 す る 従 来 技 術 が 特 許 文 献 １ に 、 道 路 防 護 柵 に

用 い ら れ る 支 柱 に 関 す る 従 来 技 術 が 特 許 文 献 ２ に よ っ て 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ２ ０ ８ ４ ９ １

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ １ ７ ２ ４ ５

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ や ２ で 開 示 さ れ る よ う に 、 道 路 防 護 柵 の 設 計 思 想 と し て 、 車 両 衝 突 時 等 に お

い て 道 路 防 護 柵 の 支 柱 が 破 壊 若 し く は 変 形 す る こ と で そ の 衝 突 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 さ せ よ う

と す る も の が あ る 。

　 こ の よ う な 破 壊 や 変 形 を 前 提 と す る も の の 場 合 、 例 え ば 折 れ 曲 が っ た 支 柱 が 車 道 側 に 突

出 し て し ま う と 、 こ れ が 走 行 車 両 等 に 対 し て 攻 撃 性 を 有 し 、 二 次 災 害 を 生 じ さ せ る お そ れ

も 否 定 で き な い 。 こ の よ う な 問 題 は 、 特 に 、 車 線 を 往 復 の 方 向 別 に 区 分 す る 箇 所 に 設 け ら

れ る 道 路 防 護 柵 に お い て 顕 著 と な る 傾 向 が あ る 。 ま た 、 供 用 済 み の 橋 梁 部 に お い て 車 線 を

往 復 の 方 向 別 に 区 分 す る 箇 所 に 道 路 防 護 柵 を 設 置 す る た め に は 橋 梁 床 版 を 改 築 し な け れ ば

な ら ず 、 多 大 な 費 用 と 工 期 を 必 要 し た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 点 に 鑑 み 、 道 路 防 護 柵 に 用 い ら れ る 支 柱 で あ っ て 、 車 両 衝 突 時 等 に お

け る 折 れ 曲 が り 方 向 を 誘 導 す る こ と に よ り 、 折 れ 曲 が っ た 支 柱 が 車 道 側 等 に 突 出 す る こ と

を 抑 止 す る こ と が 可 能 な 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

（ 構 成 １ ）

　 道 路 防 護 柵 に 用 い ら れ る 支 柱 で あ っ て 、 ビ ー ム 若 し く は 索 体 を 保 持 す る 保 持 部 を 有 す る

支 柱 本 体 部 と 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 沿 っ た 弱 軸 方 向 を 有 す る こ と に よ り 、 支 柱 が 倒 れ る

方 向 を 誘 導 す る 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱

。

【 ０ ０ ０ ７ 】

（ 構 成 ２ ）

　 前 記 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 の 弱 軸 方 向 が 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 対 し て 所 定 角 度 回 転 し て い

る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ に 記 載 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

（ 構 成 ３ ）

　 前 記 回 転 の 方 向 が 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 対 し て 時 計 回 り 、 ま た は 、 反 時 計 回 り で あ る
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こ と を 特 徴 と す る 構 成 ２ に 記 載 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

（ 構 成 ４ ）

　 前 記 回 転 の 角 度 が 、 ６ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 構 成 ２ 又 は ３ に 記 載 の 道 路 防 護 柵

用 可 撓 性 支 柱 。

【 ０ ０ １ ０ 】

（ 構 成 ５ ）

　 前 記 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 の 、 弱 軸 方 向 へ の 荷 重 に 対 す る 曲 げ 強 さ が 、 前 記 支 柱 本 体 部 の 曲

げ 強 さ と 同 等 で あ る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性

支 柱 。

【 ０ ０ １ １ 】

（ 構 成 ６ ）

　 前 記 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 の 、 弱 軸 方 向 へ の 荷 重 に 対 す る 曲 げ 強 さ が 、 前 記 支 柱 本 体 部 の 曲

げ 強 さ よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ４ の 何 れ か に 記 載 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支

柱 。

【 ０ ０ １ ２ 】

（ 構 成 ７ ）

　 前 記 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 の 曲 げ 強 さ が 最 小 値 と な る 箇 所 が 、 所 定 長 さ 以 上 形 成 さ れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ６ の 何 れ か に 記 載 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ 構 成 ８ ）

　 前 記 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 が く び れ 部 を 有 す る 板 状 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 く び れ 部 に

よ っ て 前 記 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 の 曲 げ 強 さ が 最 小 値 と な る 箇 所 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴

と す る 構 成 １ か ら ７ の 何 れ か に 記 載 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ 構 成 ９ ）

　 支 柱 固 定 用 の ベ ー ス プ レ ー ト 部 材 を 備 え 、 前 記 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 が 、 前 記 支 柱 本 体 部 と

前 記 ベ ー ス プ レ ー ト 部 材 と の 間 に 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 成 １ か ら ８ の 何 れ か に

記 載 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 。

【 ０ ０ １ ５ 】

（ 構 成 １ ０ ）

　 構 成 １ か ら ９ の 何 れ か に 記 載 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 道 路

防 護 柵 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 構 成 １ １ ）

　 構 成 １ ０ に 記 載 の 道 路 防 護 柵 が 、 車 線 を 往 復 の 方 向 別 に 区 分 す る 箇 所 に 設 置 さ れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 交 通 安 全 施 設 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 に よ れ ば 、 車 道 の 車 両 進 行 方 向 に 沿 っ た 弱 軸 方 向 を 有

す る 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 を 備 え る こ と に よ り 、 車 両 衝 突 時 等 に お け る 折 れ 曲 が り 方 向 を 車 両

進 行 方 向 へ と 誘 導 す る こ と が で き 、 折 れ 曲 が っ た 支 柱 が 車 道 側 等 に 突 出 す る こ と を 抑 止 す

る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 を 示 す 図

【 図 ２ 】 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 に 備 え ら れ る リ ブ プ レ ー ト （ 倒 れ 方 向 誘 導 部

材 ） を 示 す 図

【 図 ３ 】 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 に 備 え ら れ る ス ペ ー サ ー を 示 す 図

【 図 ４ 】 支 柱 衝 突 実 験 の 実 験 条 件 を 示 す 図
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【 図 ５ 】 支 柱 衝 突 実 験 に お け る 測 定 箇 所 を 示 す 図

【 図 ６ 】 支 柱 衝 突 実 験 の 結 果 を 示 す 写 真

【 図 ７ 】 支 柱 衝 突 実 験 の 結 果 を 示 す 写 真

【 図 ８ 】 支 柱 衝 突 実 験 の 結 果 を 示 す 写 真

【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 の 別 の 例 を 示 す 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 態 様 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下

の 実 施 態 様 は 、 本 発 明 を 具 体 化 す る 際 の 一 形 態 で あ っ て 、 本 発 明 を そ の 範 囲 内 に 限 定 す る

も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 を 示 す 図 で あ り 、 図 １ （ ａ ）

： 上 面 図 、 図 １ （ ｂ ） ： 正 面 図 、 図 １ （ ｃ ） ： 側 面 図 、 図 １ （ ｄ ） ： 道 路 防 護 柵 と し て 設

置 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 の 道 路 防 護 柵 に 用 い ら れ る

支 柱 で あ る 。 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 防 護 柵 は 、 数 百 ｍ を １ ス パ ン と し て 、 複 数 の ワ イ ヤ ロ ー プ を

一 定 長 延 展 し 、 両 端 末 を 端 末 支 柱 に 繋 止 し て 張 力 を 与 え る と 共 に 、 端 末 支 柱 間 に 所 定 の 間

隔 で 中 間 支 柱 を 設 置 し 、 ワ イ ヤ ロ ー プ の 中 間 部 を 支 持 す る 構 造 に な っ て い る 。 本 実 施 形 態

の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ は 、 こ の よ う な ワ イ ヤ ロ ー プ 式 道 路 防 護 柵 に 用 い ら れ る 中 間

支 柱 で あ る 。 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 道 路 防 護 柵 に お け る 中 間 支 柱 以 外 の 具 体 的 な 構 成 （ 端 末 支 柱

等 の 具 体 的 な 構 成 ） は 従 来 と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で の 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ （ 索 体 ） Ｒ を 保 持 す る 保 持 部 を 有 す る 支 柱

本 体 部 １ １ と 、 支 柱 が 倒 れ る 方 向 を 誘 導 す る 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 で あ る リ ブ プ レ ー ト １ ２ と

、 支 柱 固 定 用 の ベ ー ス プ レ ー ト １ ３ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 支 柱 本 体 部 １ １ は 、 基 本 態 様 と し て は パ イ プ 状 の 部 材 （ 鋼 管 ） で あ り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ

を 保 持 す る た め の ス リ ッ ト １ １ Ｓ が 上 端 側 か ら 形 成 さ れ る 。 図 １ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う に

、 ス リ ッ ト １ １ Ｓ 部 分 に ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ が 通 さ れ 、 各 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ の 間 隔 を 保 持 す る た

め の ス ペ ー サ ー １ ４ が 設 置 さ れ る 。 図 ３ に ス ペ ー サ ー １ ４ を 示 し た 。 図 ３ （ ａ ） ： 上 面 図

、 図 ３ （ ｂ ） ： 側 面 図 、 図 ３ （ ｃ ） ： 背 面 図 で あ る 。

　 支 柱 本 体 部 １ １ の ス リ ッ ト １ １ Ｓ に ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ と ス ペ ー サ ー １ ４ が 順 番 に 設 置 さ れ

（ 本 実 施 形 態 で は ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ が ５ 本 ） 、 最 上 部 に キ ャ ッ プ １ ５ が 嵌 め ら れ る こ と で 、

各 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ が 保 持 さ れ る 。 即 ち 、 ス リ ッ ト １ １ Ｓ 、 ス ペ ー サ ー １ ４ 及 び キ ャ ッ プ １

５ に よ っ て 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ を 保 持 す る 保 持 部 が 構 成 さ れ る 。 な お 、 当 該 構 造 （ ワ イ ヤ ロ

ー プ を 保 持 す る 構 造 ） の 概 念 は 、 特 許 文 献 １ と 同 様 で あ り 、 こ れ に よ る 作 用 効 果 や そ の 構

造 の バ リ エ ー シ ョ ン 等 に つ い て も 特 許 文 献 １ と 同 様 で あ る た め 、 こ こ で の こ れ 以 上 の 説 明

を 省 略 す る 。

　 支 柱 本 体 部 １ １ の 下 端 側 に は 、 リ ブ プ レ ー ト １ ２ を 取 り 付 け る た め の ス リ ッ ト が 形 成 さ

れ る 。 当 該 ス リ ッ ト は 、 リ ブ プ レ ー ト １ ２ を 受 け 入 れ る だ け の 幅 を 有 し 、 こ こ に は め 込 ま

れ た リ ブ プ レ ー ト １ ２ と 支 柱 本 体 部 １ １ は 、 溶 接 に よ っ て 固 着 さ れ る 。 ス リ ッ ト の 長 さ は

、 必 要 な 溶 接 継 手 の 強 度 が 得 ら れ る 深 さ で 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 リ ブ プ レ ー ト １ ２ は 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 沿 っ た 弱 軸 方 向 を 有 す る （ 本 実 施 形 態 で は

、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 と 弱 軸 方 向 が 略 同 一 で あ る ） こ と に よ り 、 支 柱 が 倒 れ る 方 向 を 誘 導

す る 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 で あ る 。

　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 と し て 、 く び れ 部 を 有 す る 板 状 部 材 で あ る リ

ブ プ レ ー ト １ ２ を 用 い て い る 。 板 状 の 部 材 で あ る こ と に よ り 、 弱 軸 を 有 す る も の で あ り 、

図 １ （ ｄ ） か ら も 理 解 さ れ る よ う に 、 リ ブ プ レ ー ト １ ２ の 板 厚 方 向 が 道 路 の 車 両 進 行 方 向

と な る よ う に 設 置 さ れ る こ と で 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 弱 軸 方 向 を 有 す る 。
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　 図 ２ は 、 リ ブ プ レ ー ト １ ２ を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ （ ａ ） ： 正 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） ： 側 面 図

で あ る 。

　 リ ブ プ レ ー ト １ ２ は 、 上 端 部 １ ２ １ に お い て 支 柱 本 体 部 １ １ と 接 合 （ 溶 接 ） さ れ 、 下 端

部 １ ２ ３ に お い て ベ ー ス プ レ ー ト １ ３ と 接 合 （ 溶 接 ） さ れ る 。 上 端 部 １ ２ １ と 下 端 部 １ ２

３ は 、 そ れ ぞ れ の 溶 接 に お い て 、 必 要 な 溶 接 継 手 の 強 度 が 得 ら れ る だ け の 形 状 （ 寸 法 ） を

有 し て 形 成 さ れ て い る 。

　 リ ブ プ レ ー ト １ ２ は 、 上 端 部 １ ２ １ と 下 端 部 １ ２ ３ の 間 と な る 部 分 に お い て 、 く び れ 部

１ ２ ２ を 形 成 す る こ と で 断 面 積 を 減 少 さ せ 、 リ ブ プ レ ー ト １ ２ の 弱 軸 方 向 へ の 荷 重 に 対 す

る 曲 げ 強 さ を 支 柱 本 体 部 １ １ の 曲 げ 強 さ と 同 等 に し て い る 。 支 柱 本 体 部 １ １ は 、 前 述 の ご

と く 、 そ の 上 端 側 か ら ス リ ッ ト １ １ Ｓ が 形 成 さ れ て お り 、 従 っ て 、 当 該 ス リ ッ ト １ １ Ｓ が

形 成 さ れ て い る 箇 所 に お い て 、 断 面 係 数 が 最 小 と な っ て い る 。 当 該 支 柱 本 体 部 １ １ に お け

る 断 面 係 数 の 最 小 値 と 同 等 と な る よ う に 、 リ ブ プ レ ー ト １ ２ の く び れ 部 １ ２ ２ が 形 成 さ れ

、 こ れ に よ っ て 、 支 柱 本 体 部 １ １ と リ ブ プ レ ー ト １ ２ の 曲 げ 強 さ を 同 等 に し て い る も の で

あ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 車 両 衝 突 時 等 に お い て リ ブ プ レ ー ト １ ２ の く び れ 部 １ ２ ２

に お い て 支 柱 が 曲 が る よ う に し つ つ 、 支 柱 全 体 と し て の 曲 げ 強 度 は 下 が ら な い よ う に し て

い る も の で あ る 。

　 く び れ 部 １ ２ ２ （ 即 ち 、 曲 げ 強 さ が 最 小 値 と な る 箇 所 ） は 、 所 定 長 さ 以 上 形 成 さ れ 、 本

実 施 形 態 で は 、 ７ ０ ｍ ｍ の 長 さ で 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ベ ー ス プ レ ー ト １ ３ は 、 支 柱 固 定 用 の 矩 形 の 板 状 部 材 で あ り 、 そ の 四 隅 と な る 箇 所 に ア

ン カ ー ボ ル ト を 挿 通 す る た め の 孔 １ ３ ｈ が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ （ ａ ） 参 照 ） 。

　 こ こ で 用 い ら れ る ア ン カ ー ボ ル ト は 、 ラ バ ー ポ ー ル 用 の ア ン カ ー で あ り 、 本 実 施 形 態 の

道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ （ 及 び こ れ を 用 い た 道 路 防 護 柵 ） は 、 車 線 を 往 復 の 方 向 別 に 区

分 す る 箇 所 に 設 置 さ れ て い る ラ バ ー ポ ー ル と の 置 換 が 容 易 に 行 え る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 上 の 構 成 を 有 す る 本 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ （ 及 び こ れ を 用 い た 道 路 防

護 柵 ） に よ れ ば 、 車 道 の 車 両 進 行 方 向 に 弱 軸 方 向 を 有 す る 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 を 支 柱 の 下 部

に 備 え て い る こ と に よ り 、 車 両 衝 突 時 等 に お け る 折 れ 曲 が り 方 向 を 車 両 進 行 方 向 へ と 誘 導

す る こ と が で き 、 折 れ 曲 が っ た 支 柱 が 車 道 側 等 に 突 出 す る こ と を 抑 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

＜ 衝 突 実 験 ＞

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ や 、 こ れ に 対 す る 比 較 例 と な る 支 柱 に 対

す る 衝 突 実 験 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に 、 当 該 支 柱 衝 突 実 験 の 実 験 条 件 を 示 し た 。

　 衝 突 実 験 は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 さ れ る 各 支 柱 に 対 し て 行 っ た 。

　 図 ４ （ ａ ） の 右 端 に 示 し た “ 割 込 み リ ブ ２ 式 ” が 本 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱

１ で あ る 。

　 図 ４ （ ａ ） の 中 央 に 示 し た “ 割 込 み リ ブ １ 式 ” は 、 本 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支

柱 １ と 同 様 に 、 弱 軸 を 有 す る リ ブ プ レ ー ト （ 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 ） を 備 え る 支 柱 で あ る が 、

そ の く び れ 部 に お け る 断 面 係 数 が 最 小 と な る 箇 所 （ 即 ち 、 曲 げ 強 さ が 最 小 値 と な る 箇 所 ）

が 点 と し て 形 成 さ れ て い る （ 長 さ が な い ） も の で あ る 。

　 図 ４ （ ａ ） の 左 端 に 示 し た “ ベ ー ス ポ ス ト 式 ” は 、 本 発 明 に 係 る “ 弱 軸 を 有 す る 倒 れ 方

向 誘 導 部 材 ” を 備 え て お ら ず 、 ベ ー ス プ レ ー ト に 支 柱 本 体 よ り 径 の 大 き な パ イ プ （ ベ ー ス

ポ ス ト ） が 溶 接 固 定 さ れ て い て 、 こ の ベ ー ス ポ ス ト に 支 柱 本 体 が 入 れ 込 ま れ て 立 て ら れ 、

ボ ル ト で 固 定 さ れ て い る も の で あ る 。

　 な お 、 ベ ー ス プ レ ー ト は 図 ４ （ ｂ ） に 示 し た も の を 共 通 に 使 用 し 、 ア ン カ ー と し て ラ バ

ー ポ ー ル 用 の ア ン カ ー ボ ル ト を 使 用 し た 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 衝 突 実 験 は 、 上 記 し た 各 支 柱 を ラ バ ー ポ ー ル 用 の ア ン カ ー を 使 用 し て ア ス フ ァ ル ト の 設

置 面 に 設 置 し 、 ク レ ー ン で 吊 り 下 げ た 重 錘 を 衝 突 さ せ る こ と で 行 っ た 。

　 重 錘 は ２ ０ ０ ｃ ｍ × １ ０ ０ ｃ ｍ × ５ ０ ｃ ｍ の 直 方 体 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 、 重 量 が ２ ６
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６ ５ Ｋ ｇ の も の を 用 い た 。 当 該 重 錘 を ク レ ー ン で 吊 り 下 げ た も の を バ ッ ク ホ ウ で 後 方 に 引

っ 張 り 上 げ た 状 態 か ら 解 放 し 、 こ れ に よ っ て 振 り 子 状 に 運 動 す る 重 錘 を 支 柱 に 衝 突 さ せ た

。

　 衝 突 実 験 は 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 各 支 柱 に 対 し て 横 断 方 向 と 延 長 方 向 の 直 交

す る ２ 方 向 に 衝 突 さ せ て 行 っ た 。 横 断 方 向 と は 、 道 路 に 設 置 さ れ た 状 態 に お け る 道 路 横 断

方 向 で あ り 、 延 長 方 向 は 、 道 路 防 護 柵 が 延 長 さ れ る 方 向 、 即 ち 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 で あ

る 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ の リ ブ プ レ ー ト １ ２ は 、 横 断 方 向 に

お い て 強 軸 方 向 を 有 し 、 延 長 方 向 に お い て 弱 軸 方 向 を 有 す る こ と に な る 。

　 重 錘 の 吊 り 下 げ 高 さ （ 即 ち 、 支 柱 へ の 衝 突 位 置 ） は 図 ４ （ ｃ ） に 示 し た 通 り で あ り 、 バ

ッ ク ホ ウ に よ る 後 方 へ の 引 き 上 げ は 、 ２ ． ９ ５ ｍ （ 延 長 方 向 荷 重 の 場 合 ） ～ ３ ． ０ ５ ｍ （

横 断 方 向 荷 重 の 場 合 ） と し た 。

　 な お 、 “ 弱 軸 を 有 す る リ ブ プ レ ー ト （ 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 ） ” を 備 え る 割 込 み リ ブ １ 式 と

割 込 み リ ブ ２ 式 に つ い て は 、 延 長 方 向 に 対 し て ４ ５ ° で 衝 突 さ せ る 実 験 も 行 っ た 。 な お 、

４ ５ ° で 衝 突 さ せ る 実 験 は 、 実 験 現 場 の 都 合 上 、 ベ ー ス プ レ ー ト が 図 ４ （ ｂ ） に 示 し た も

の で は な く 、 ア ン カ ー ボ ル ト を １ ２ 本 使 用 す る 略 長 方 形 の ベ ー ス プ レ ー ト を 使 用 し て 行 っ

た 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 下 に 、 衝 突 実 験 の 結 果 を 表 と し た も の を 示 す 。 表 １ が 比 較 例 と な る “ ベ ー ス ポ ス ト 式

” の 結 果 、 表 ２ 、 ３ が 、 そ れ ぞ れ “ 割 込 み リ ブ １ 式 ” と “ 割 込 み リ ブ ２ 式 ” の 結 果 で あ る

。

　 な お 、 表 中 の 測 定 １ （ 支 柱 高 さ ） ～ 測 定 ４ （ ベ ー ス の 浮 き 上 が り ） は 、 図 ５ に 示 し た 箇

所 を そ れ ぞ れ 測 定 し た も の で あ る 。

　 ま た 、 衝 突 後 の 支 柱 の 状 態 を 撮 影 し た 写 真 を 図 ６ ～ ８ に 示 し た 。 図 ６ が “ ベ ー ス ポ ス ト

式 ” の 結 果 写 真 で あ り 、 図 ６ （ ａ ） ： 横 断 方 向 の 結 果 写 真 、 図 ６ （ ｂ ） ： 延 長 方 向 の 結 果

写 真 を 示 す 。 図 ７ ， ８ が 、 そ れ ぞ れ “ 割 込 み リ ブ １ 式 ” と “ 割 込 み リ ブ ２ 式 ” の 結 果 写 真

で あ り 、 図 ７ （ ａ ） ： 割 込 み リ ブ １ 式 の 横 断 方 向 の 結 果 写 真 、 図 ７ （ ｂ ） 割 込 み リ ブ １ 式

の 延 長 方 向 の 結 果 写 真 、 図 ７ （ ｃ ） ： 割 込 み リ ブ １ 式 の ４ ５ ° 方 向 の 結 果 写 真 、 図 ８ （ ａ

） ： 割 込 み リ ブ ２ 式 の 横 断 方 向 の 結 果 写 真 、 図 ８ （ ｂ ） 割 込 み リ ブ ２ 式 の 延 長 方 向 の 結 果

写 真 、 図 ８ （ ｃ ） ： 割 込 み リ ブ ２ 式 の ４ ５ ° 方 向 の 結 果 写 真 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ １ 】 50
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 比 較 例 で あ る “ ベ ー ス ポ ス ト 式 ” で は 、 横 断 方 向 及 び 延 長 方 向 の 何 れ に つ い て も 、 舗 装

（ ア ス フ ァ ル ト ） が は が れ て ア ン カ ー ご と 抜 け て 支 柱 が 飛 散 し て し ま う 結 果 と な っ た 。 横

断 方 向 の 衝 突 実 験 で は 横 断 方 向 へ ７ ５ ０ ｍ ｍ 、 延 長 方 向 の 衝 突 実 験 で は 延 長 方 向 へ １ ３ ０

０ ｍ ｍ 、 そ れ ぞ れ 支 柱 が 飛 散 し て し ま っ た 。 こ の よ う な 支 柱 の 飛 散 は ２ 次 災 害 の 原 因 と な

る お そ れ が あ る 。 ま た 、 舗 装 が は が れ て ア ン カ ー ご と 抜 け て し ま う と 、 事 故 後 の 復 旧 に 時

間 を 要 す る と 共 に コ ス ト 高 に も な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ れ に 対 し 、 “ 割 込 み リ ブ １ 式 ” と “ 割 込 み リ ブ ２ 式 ” に つ い て は 、 何 れ も リ ブ プ レ ー

ト 部 分 （ 特 に く び れ 部 分 ） で 大 き く 曲 が り 、 こ こ で 衝 撃 が 吸 収 さ れ 、 ア ン カ ー の 抜 け や 支

柱 の 飛 散 は 生 じ な か っ た 。

　 横 断 方 向 へ の 衝 突 実 験 に つ い て は 、 “ 割 込 み リ ブ １ 式 ” の 場 合 、 支 柱 の 飛 散 は 無 か っ た

も の の 、 リ ブ プ レ ー ト に 破 断 が 見 ら れ た 。 “ 割 込 み リ ブ １ 式 ” で は 、 リ ブ プ レ ー ト の く び

れ 部 に お け る 曲 げ 強 さ が 最 小 と な る 箇 所 が 点 と し て 形 成 さ れ て い る （ 長 さ が な い ） た め 、

こ こ に 応 力 が 集 中 し 、 破 断 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 曲 げ 強 さ が 最 小 と な る 箇 所

を 所 定 長 さ 以 上 に 形 成 し た 方 が 良 い と 考 え ら れ る 。

　 曲 げ 強 さ が 最 小 と な る 箇 所 を 所 定 長 さ 以 上 に 形 成 し て い る “ 割 込 み リ ブ ２ 式 ” で は 、 横

断 方 向 へ の 衝 突 実 験 に お い て も リ ブ プ レ ー ト に 破 断 は 見 ら れ ず 、 良 好 な 結 果 で あ っ た 。 横

断 方 向 （ 強 軸 方 向 で あ り 、 弱 軸 方 向 に 対 し て ９ ０ ° ） と い う 厳 し い 条 件 下 に お い て も 、 リ

ブ プ レ ー ト が 弱 軸 を 有 す る こ と に よ り 、 支 柱 が 倒 れ る 方 向 が 弱 軸 方 向 へ と 誘 導 さ れ 、 「 測

定 ３ 左 右 の ズ レ 」 が ５ ０ ０ ｍ ｍ と い う 結 果 と な っ て い る 。

　 ４ ５ ° の 衝 突 角 度 と し た 場 合 に お い て は 、 図 ７ （ ｃ ） 、 図 ８ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、

“ 割 込 み リ ブ １ 式 ” と “ 割 込 み リ ブ ２ 式 ” の 何 れ に つ い て も 、 支 柱 が 延 長 方 向 （ 弱 軸 方 向

） に 概 ね 沿 っ て 倒 れ て お り 、 よ り 有 効 に 、 支 柱 が 倒 れ る 方 向 を 誘 導 で き て お り 、 非 常 に 良

好 な 結 果 が 得 ら れ た 。 実 際 の 道 路 に お い て は 、 道 路 用 防 護 柵 に 対 し て 直 角 （ 横 断 方 向 ） に
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衝 突 す る こ と は 稀 で あ り 、 あ る 程 度 の 角 度 で 衝 突 す る こ と が 想 定 さ れ る た め 、 「 支 柱 の 倒

れ 方 向 の 誘 導 」 と い う 機 能 と し て は 、 “ 割 込 み リ ブ １ 式 ” と “ 割 込 み リ ブ ２ 式 ” の 何 れ に

つ い て も 十 分 に 有 効 な 結 果 で あ っ た 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 以 上 の ご と く 、 本 発 明 に 係 る 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 （ 及 び こ れ を 備 え た 道 路 防 護 柵 ）

に よ れ ば 、 “ 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 弱 軸 方 向 を 有 す る 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 ” を 備 え る こ と に

よ り 、 車 両 衝 突 時 等 に お け る 折 れ 曲 が り 方 向 を 車 両 進 行 方 向 へ と 誘 導 す る こ と が で き 、 折

れ 曲 が っ た 支 柱 が 車 道 側 等 に 突 出 す る こ と を 抑 止 す る こ と が で き る 。

　 特 に 、 本 発 明 に 係 る 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 （ 及 び こ れ を 備 え た 道 路 防 護 柵 ） を 、 車 線

を 往 復 の 方 向 別 に 区 分 す る 箇 所 （ 例 え ば 中 央 帯 ） に 用 い る と 有 用 で あ る 。

　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ （ 及 び こ れ を 備 え た 道 路 防 護 柵 ） に よ れ

ば 、 ア ン カ ー と し て ラ バ ー ポ ー ル 用 の ア ン カ ー ボ ル ト （ 比 較 的 短 い ア ン カ ー ） を 使 用 し て

も 、 舗 装 が は が れ て ア ン カ ー ご と 抜 け て し ま う こ と が な く 、 事 故 後 の 復 旧 作 業 を 迅 速 に 行

う こ と が 可 能 で あ り 、 コ ス ト 低 減 に も な る 。 ラ バ ー ポ ー ル 用 の ア ン カ ー ボ ル ト を 使 用 可 能

（ ラ バ ー ポ ー ル 用 の ア ン カ ー ボ ル ト に よ っ て 所 定 の 強 度 を 得 ら れ る ） と い う こ と は 、 供 用

済 み の 橋 梁 部 に お い て 道 路 防 護 柵 を 設 置 す る 場 合 に お い て も 、 橋 梁 床 版 を 改 築 す る 必 要 が

な く 、 多 大 な 費 用 と 工 期 を 削 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性

支 柱 （ 及 び こ れ を 備 え た 道 路 防 護 柵 ） を 、 橋 梁 等 に お け る 道 路 防 護 柵 に 使 用 す る こ と に よ

り 、 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 の 破 壊 を 抑 止 し 、 か つ 、 車 両 の 突 出 量 を 減 ら す こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 と し て 、 板 状 の 部 材 で あ る リ ブ プ レ ー ト を 例

と し た が 、 こ れ に 限 る も の で は な い 。 断 面 形 状 を 変 え る こ と 、 若 し く は 素 材 を 変 え る こ と

等 に よ っ て 弱 軸 を 設 け ら れ る も の で あ れ ば よ く 、 例 え ば 管 状 の 部 材 に て “ 倒 れ 方 向 誘 導 部

材 ” を 形 成 し て も よ い 。

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 （ リ ブ プ レ ー ト ） が 、 支 柱 本 体 部 と ベ ー ス プ

レ ー ト 部 材 と の 間 に 配 さ れ る も の を 例 と し た が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 支 柱

本 体 部 の 中 間 と な る 位 置 に 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 を 設 け る よ う に し て も 構 わ な い 。

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ワ イ ヤ ロ ー プ 式 の 防 護 柵 用 の 支 柱 を 例 と し て い る が 、 こ れ に 限

る も の で は な く 、 ビ ー ム を 支 持 す る 支 柱 （ い わ ゆ る “ ガ ー ド レ ー ル ” に 使 用 す る 支 柱 ） と

し て 使 用 す る も の 等 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 （ リ ブ プ レ ー ト １ ２ ） の 弱 軸 方 向 が 、 道 路 の 車 両 進

行 方 向 と 略 同 一 で あ る も の を 例 と し た が 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 の 弱 軸 方 向 を 、 道 路 の 車 両 進

行 方 向 に 対 し て 所 定 角 度 回 転 さ せ る よ う に し て も よ い （ な お 、 何 れ の 場 合 も 、 本 発 明 に お

け る ” 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 沿 っ た 弱 軸 方 向 ” の 概 念 に 含 ま れ る も の で あ る ） 。

　 図 ９ は 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 （ リ ブ プ レ ー ト １ ２ ） の 弱 軸 方 向 を 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に

対 し て 所 定 角 度 （ こ こ で は ５ ° ） 回 転 さ せ た 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 の 一 例 を 示 し た 。

　 図 ９ に 示 し た 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ ´ を 構 成 す る 各 部 材 は 、 上 記 説 明 し た 実 施 形 態

の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ と 基 本 的 に 同 様 の も の で あ る が 、 支 柱 本 体 部 １ １ の 上 部 に 設

け ら れ る ス リ ッ ト １ １ Ｓ と 、 支 柱 本 体 部 １ １ の 下 部 の リ ブ プ レ ー ト １ ２ を 取 り 付 け る た め

の ス リ ッ ト の 相 対 角 度 が 異 な っ て い る 。 実 施 形 態 の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ で は 両 者 の

相 対 角 度 が 略 ９ ０ ° で あ っ た が 、 図 ９ の 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 １ ´ で は 、 こ れ に 対 し て

５ ° 回 転 し て い る 。 こ れ に よ り 、 図 ９ （ ｂ ） か ら も 理 解 さ れ る よ う に 、 リ ブ プ レ ー ト １ ２

の 弱 軸 方 向 が 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 対 し て ５ ° 回 転 し て 配 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 防 護 柵 へ の 車 両 の 衝 突 は 、 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 へ の 直 接 の 衝 突 も あ る が 、 基 本 的 に

は ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ へ の 衝 突 が 想 定 さ れ る 。 車 両 が ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ に 衝 突 し た 場 合 、 そ の 衝

突 エ ネ ル ギ ー は ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ を 伝 っ て 各 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 へ と 伝 達 さ れ る こ と に

な る 。 こ の 際 に 各 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 に 加 わ る 応 力 の 方 向 は 、 図 ９ に 矢 印 で 示 し た よ

う に 、 横 断 方 向 と な る 。
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　 横 断 方 向 へ の 応 力 が 加 わ る と 、 図 ７ （ ａ ） （ 割 込 み リ ブ １ 式 の 横 断 方 向 の 衝 突 実 験 結 果

写 真 ） の ご と く 、 リ ブ プ レ ー ト が 破 断 し て し ま う こ と が 懸 念 さ れ る （ 強 軸 方 向 に 力 が 加 わ

る と 、 衝 撃 が 吸 収 さ れ 難 く 、 破 断 に つ な が っ て し ま う ） 。

　 こ れ に 対 し 、 図 ９ で 示 し た よ う に 、 横 断 方 向 に 対 し て 強 軸 の 方 向 を 少 し ず ら し て お く （

こ こ で は ５ ° 回 転 さ せ て い る ） こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ロ ー プ Ｒ か ら 受 け る 応 力 の 方 向 と 強 軸

の 方 向 に ズ レ を 生 じ さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 リ ブ プ レ ー ト 部 分 が 捻 じ れ る よ う

に 曲 が る こ と で 、 衝 撃 を 吸 収 し 、 破 断 が 生 じ る こ と が 抑 止 さ れ る 。

　 な お 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 の 弱 軸 方 向 を 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 対 し て 回 転 さ せ る 方 向 は

、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 対 し て 時 計 回 り と し た 方 が 好 適 で あ る 。 車 線 （ 左 側 通 行 ） を 往 復

の 方 向 別 に 区 分 す る 箇 所 に 設 け ら れ る 防 護 柵 に お い て 、 こ の よ う に す る こ と で 、 倒 れ 方 向

誘 導 部 材 の 弱 軸 方 向 を 車 両 の 進 行 方 向 （ 衝 突 方 向 ） に よ り 沿 っ た 方 向 と す る こ と が で き る

（ 防 護 柵 を 路 側 帯 に 設 け る 場 合 （ 若 し く は 右 側 通 行 の 場 合 ） に は 、 反 時 計 回 り と す れ ば よ

い ） 。

　 ま た 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 の 弱 軸 方 向 を 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 対 し て 回 転 さ せ る 角 度 は

、 ６ ° 以 下 で あ る と 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 （ リ ブ プ レ ー ト １ ２ ） の 弱 軸 方 向 へ の 荷 重 に

対 す る 曲 げ 強 さ が 、 支 柱 本 体 部 １ １ の 曲 げ 強 さ と 同 等 で あ る も の を 例 と し た が 、 倒 れ 方 向

誘 導 部 材 の 弱 軸 方 向 へ の 荷 重 に 対 す る 曲 げ 強 さ を 、 支 柱 本 体 部 の 曲 げ 強 さ よ り 小 さ く し て

も よ い 。

　 こ れ よ り 、 車 両 唐 突 時 等 に お い て 、 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 が 、 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 部 分

に お い て よ り 曲 が り 易 く な り 、 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱 の 折 れ 曲 が り 方 向 を 車 両 進 行 方 向

へ と 誘 導 す る 効 果 を よ り 高 く す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 １ ． ． ． 道 路 防 護 柵 用 可 撓 性 支 柱

　 　 １ １ ． ． ． 支 柱 本 体 部

　 　 　 １ １ Ｓ ． ． ． ス リ ッ ト （ 保 持 部 ）

　 　 １ ２ ． ． ． リ ブ プ レ ー ト （ 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 ）

　 　 　 １ ２ ２ ． ． ． く び れ 部

　 　 １ ３ ． ． ． ベ ー ス プ レ ー ト

　 　 １ ４ ． ． ． ス ペ ー サ ー （ 保 持 部 ）

　 　 １ ５ ． ． ． キ ャ ッ プ （ 保 持 部 ）

　 Ｒ ． ． ． ワ イ ヤ ロ ー プ （ 索 体 ）

【 要 約 】

【 課 題 】 道 路 防 護 柵 に 用 い ら れ る 支 柱 で あ っ て 、 車 両 衝 突 時 等 に 橋 梁 等 の ア ス フ ァ ル ト 舗

装 を 破 壊 せ ず 、 か つ 、 車 両 の 突 出 量 を 減 ら し な が ら 折 れ 曲 が り 方 向 を 誘 導 す る こ と に よ り

、 折 れ 曲 が っ た 支 柱 が 車 道 側 等 に 突 出 す る こ と を 抑 止 す る こ と が 可 能 な 道 路 防 護 柵 用 支 柱

の 提 供 。

【 解 決 手 段 】 道 路 防 護 柵 に 用 い ら れ る 支 柱 で あ っ て 、 ビ ー ム 若 し く は 索 体 を 保 持 す る 保 持

部 を 有 す る 支 柱 本 体 部 １ １ と 、 道 路 の 車 両 進 行 方 向 に 沿 っ た 弱 軸 方 向 、 道 路 横 断 方 向 に 橋

軸 方 向 を 有 す る こ と に よ り 、 橋 梁 等 の ア ス フ ァ ル ト 舗 装 を 破 壊 せ ず 、 か つ 、 車 両 の 突 出 量

を 減 ら し な が ら 支 柱 が 倒 れ る 方 向 を 誘 導 す る 倒 れ 方 向 誘 導 部 材 １ ２ と 、 を 備 え る 道 路 防 護

柵 用 可 撓 性 支 柱 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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